
(57)【要約】

　【課題】　圧電板と配線部の正確な位置合わせを容易

に行うことができる超音波探触子を提供する。

　【解決手段】　表面に共通電極４が形成され、裏面に

駆動電極分割溝７により複数の圧電振動子１の個々の駆

動電極３が形成された圧電板２と、圧電板の裏面におい

て個々の駆動電極と電気的に接続する導電体８が形成さ

れた配線部６とを有し、圧電板を配線部上に重ね合わせ

たときに圧電板の裏面側端部における駆動電極分割溝と

配線部上の導電体の位置関係が上から見えるように位置

合わせ部１２を形成する。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 表 面 に 共 通 電 極 が 形 成 さ れ 、 裏 面 に 分 割 溝 に よ り 複 数 の 振 動 子 の 個 々 の 駆 動 電 極 が 形 成
さ れ た 圧 電 板 と 、
　 前 記 圧 電 板 の 裏 面 に お い て 前 記 個 々 の 駆 動 電 極 と 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 体 が 形 成 さ れ た
配 線 部 と を 有 し 、
　 前 記 圧 電 板 を 前 記 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と き に 前 記 圧 電 板 の 裏 面 側 端 部 に お け る 分 割
溝 と 前 記 配 線 部 上 の 前 記 導 電 体 の 位 置 関 係 が 上 か ら 見 え る よ う に 位 置 合 わ せ 部 を 形 成 し た
超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ２ 】
　 表 面 に 共 通 電 極 が 形 成 さ れ 、 裏 面 に 分 割 溝 に よ り 複 数 の 振 動 子 の 個 々 の 駆 動 電 極 が 形 成
さ れ た 圧 電 板 と 、
　 前 記 圧 電 板 の 裏 面 に お い て 前 記 個 々 の 駆 動 電 極 と 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 体 が 形 成 さ れ た
配 線 部 と を 有 し 、
　 前 記 圧 電 板 を 前 記 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と き に 前 記 圧 電 板 の 裏 面 側 端 部 に お け る 分 割
溝 が 上 か ら 見 え る よ う に 形 成 す る と と も に 、 前 記 分 割 溝 と 対 向 し て 上 か ら 見 え る よ う に 位
置 決 め 指 標 を 前 記 配 線 部 上 に 形 成 し た 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 分 割 溝 の 幅 と 前 記 位 置 決 め 指 標 の 幅 が 等 し い 請 求 項 ２ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ４ 】
　 表 面 に 共 通 電 極 が 形 成 さ れ 、 裏 面 に 分 割 溝 に よ り 複 数 の 振 動 子 の 個 々 の 駆 動 電 極 が 形 成
さ れ た 圧 電 板 と 、
　 前 記 圧 電 板 の 裏 面 に お い て 前 記 個 々 の 駆 動 電 極 と 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 体 が 形 成 さ れ た
配 線 部 と を 有 し 、
　 前 記 圧 電 板 を 前 記 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と き に 上 か ら 見 え る よ う に 位 置 決 め 用 溝 と 位
置 決 め 指 標 を そ れ ぞ れ 前 記 圧 電 板 の 裏 面 側 端 部 と 前 記 配 線 部 に 形 成 し た 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 位 置 決 め 用 溝 の 幅 と 前 記 位 置 決 め 指 標 の 幅 が 等 し い 請 求 項 ４ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 分 割 溝 と 前 記 位 置 決 め 用 溝 を 同 じ 工 程 で 形 成 し た 請 求 項 ４ 又 は ５ に 記 載 の 超 音 波 探
触 子 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 圧 電 板 を 前 記 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と き に 前 記 分 割 溝 と 前 記 導 電 体 の 位 置 関 係 が
上 か ら 見 え る よ う に 位 置 合 わ せ 部 を さ ら に 形 成 し た 請 求 項 ２ か ら ６ の い ず れ か １ つ に 記 載
の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 位 置 合 わ せ 部 は 、 前 記 圧 電 板 の 端 面 を 斜 面 と す る こ と で 、 前 記 裏 面 側 端 部 に お け る
分 割 溝 が 上 か ら 見 え る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 探 触
子 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 位 置 合 わ せ 部 は 、 前 記 圧 電 板 の 端 部 に 水 平 方 向 に 突 出 し た 凸 部 を 設 け る こ と で 、 前
記 裏 面 側 端 部 に お け る 分 割 溝 が 上 か ら 見 え る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ か ら ７ の い ず れ か １
つ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 配 線 部 は 、 そ の 表 面 に 前 記 分 割 溝 と 平 行 に 配 列 さ れ た 導 電 体 を 有 す る 請 求 項 １ か ら
９ の い ず れ か １ つ に 記 載 の 超 音 波 探 触 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
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　 本 発 明 は 、 診 断 、 治 療 な ど の 医 療 分 野 や 、 製 造 業 な ど に お け る 非 破 壊 検 査 な ど の 分 野 で
利 用 さ れ る 超 音 波 探 触 子 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 圧 電 振 動 子 を 二 次 元 に 配 列 し た 超 音 波 探 触 子 を 用 い て 、 走 査 方 向 に 加 え て ス ラ イ
ス 方 向 に も ダ イ ナ ミ ッ ク フ ォ ー カ ス な ど の 手 法 を 用 い て 超 音 波 画 質 を 向 上 さ せ た り 、 あ る
い は 電 子 的 な 制 御 に よ っ て 超 音 波 ビ ー ム を ３ 次 元 に 走 査 し 三 次 元 画 像 を 作 成 す る 装 置 が 開
発 さ れ て き て い る （ 例 え ば 下 記 の 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ６ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に そ れ ぞ れ 、 上 述 し た 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 一 例 の 平 面 図 、 右 側 面
断 面 図 を 示 す 。 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 こ の 超 音 波 探 触 子 は 超 音 波 を 送 受 信 す る 圧 電 振
動 子 １ が Ｘ Ｙ 方 向 の ２ 次 元 の マ ト リ ク ス 状 （ 図 で は ６ × ６ 個 ） に 配 列 さ れ た 構 成 で あ る 。
こ の よ う な 圧 電 振 動 子 １ を 構 成 す る た め 、 圧 電 板 ２ は 電 気 入 力 を 変 換 し て 超 音 波 を 発 生 し
、 受 信 し た 超 音 波 信 号 を 電 気 信 号 と し て 受 信 す る 材 料 で 構 成 さ れ 、 圧 電 板 ２ の 表 面 （ 音 響
放 射 面 側 ） に は 、 各 圧 電 振 動 子 １ に 電 気 的 に 共 通 に 接 続 さ れ た 共 通 電 極 ４ が 形 成 さ れ 、 裏
面 に は 各 圧 電 振 動 子 １ ご と に 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ に よ り Ｘ Ｙ 方 向 に 分 割 さ れ た 駆 動 電 極 ３ が
形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 圧 電 板 ２ の 共 通 電 極 ４ の 上 に は 超 音 波 を 効 率 よ く 送 受 信 す る た め
の 音 響 整 合 層 ５ が 設 け ら れ 、 駆 動 電 極 ３ の 裏 面 に は 駆 動 電 極 ３ と 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 部
６ が 設 け ら れ て い る 。 配 線 部 ６ に は 駆 動 電 極 ３ に 対 応 し た 導 電 体 ８ と 、 圧 電 板 ２ の 分 割 溝
１ ０ ａ 及 び 音 響 整 合 層 ５ の 分 割 溝 １ ０ ｂ を 位 置 決 め し て 形 成 す る た め の 分 割 指 標 ９ が 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ っ て 、 図 示 し な い 、 例 え ば 超 音 波 診 断 装 置 か ら 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ を 通 じ
て 駆 動 電 極 ３ に 電 気 信 号 を 入 力 す る こ と で 、 圧 電 振 動 子 １ か ら 超 音 波 を 図 示 し な い 被 検 体
に 送 信 し 、 図 示 し な い 被 検 体 か ら 反 射 し て 戻 っ て き た 超 音 波 を 圧 電 振 動 子 １ で 受 信 し て 電
気 信 号 に 変 換 し て 、 図 示 し な い 、 例 え ば 超 音 波 診 断 装 置 に 取 り 込 む こ と が で き る 。 特 に ２
次 元 に 配 列 さ れ て い る 各 圧 電 振 動 子 １ が 超 音 波 を 送 受 信 す る タ イ ミ ン グ を 制 御 す る こ と で
、 画 質 の 向 上 、 ３ 次 元 画 像 情 報 の 入 手 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ６ に 示 し た 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 製 造 工 程 は 、 下 記 の よ う な も の で あ る 。
（ １ ） 最 初 に 配 線 部 ６ と 圧 電 板 ２ を 接 着 す る 。 こ の 際 、 圧 電 振 動 子 １ の 配 列 ピ ッ チ で あ ら
か じ め 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ に よ り 分 割 さ れ た 圧 電 板 ２ の 駆 動 電 極 ３ と 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ と
を Ｘ Ｙ 方 向 に 位 置 合 わ せ し 、 駆 動 電 極 ３ と 導 電 体 ８ と の 導 通 を 確 保 し た 状 態 で 接 着 す る 。
（ ２ ） 続 い て 、 圧 電 振 動 子 １ の 配 列 ピ ッ チ に 合 わ せ て 圧 電 板 ２ を 上 部 （ 音 響 放 射 面 側 ） か
ら 垂 直 方 向 Ｚ に 分 割 溝 １ ０ ａ を 形 成 し て 分 割 す る 。 こ の と き 、 配 線 部 ６ 上 の 分 割 指 標 ９ に
合 わ せ て 分 割 す る 。
（ ３ ） 続 い て 分 割 溝 １ ０ ａ 内 に 例 え ば エ ポ キ シ 樹 脂 な ど の 充 填 材 １ １ を 充 填 し た 後 、 圧 電
板 ２ の 上 面 全 体 に 共 通 電 極 ４ を 形 成 す る 。
（ ４ ） 次 に 、 共 通 電 極 ４ 上 に 音 響 整 合 層 ５ を 形 成 し 、 次 い で 音 響 整 合 層 ５ の 上 部 か ら 圧 電
振 動 子 １ の 配 列 ピ ッ チ に 合 わ せ て 、 か つ 共 通 電 極 ４ を 切 断 し な い 深 さ の 分 割 溝 １ ０ ｂ を 形
成 す る こ と で 分 割 し 、 次 い で 分 割 溝 １ ０ ｂ を 圧 電 板 ２ の 分 割 溝 １ ０ ａ と 同 様 に 充 填 材 １ １
に よ り 充 填 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － １ ８ ２ ０ ９ ５ 号 公 報 （ 第 ４ ～ ５ 頁 、 第 １ 図 及 び 第 ５ 図 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 超 音 波 探 触 子 は 、 そ の 製 造 工 程 に お い て 、 最 初 に 配 線 部 ６ と
圧 電 板 ２ を 接 着 す る 工 程 （ １ ） で は 、 圧 電 振 動 子 １ の 配 列 ピ ッ チ で あ ら か じ め 分 割 さ れ た
圧 電 板 ２ の 駆 動 電 極 ３ と 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ を Ｘ Ｙ 方 向 に 位 置 合 わ せ し た 上 で 両 者 を 接 着
す る 必 要 が あ る が 、 圧 電 板 ２ の 裏 面 側 の 駆 動 電 極 ３ は 、 圧 電 板 ２ を 配 線 部 ６ 上 に 重 ね 合 わ
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せ た 状 態 で は 上 か ら 見 え な い た め に 、 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ と 正 確 に Ｘ Ｙ 方 向 に 位 置 合 わ せ
す る こ と が 困 難 で あ っ た 。 特 に こ の 超 音 波 探 触 子 を 高 い 周 波 数 の 超 音 波 に 適 用 し た 場 合 に
は 、 グ レ ー テ ィ ン グ ロ ー ブ の 影 響 を 無 く す た め に 圧 電 振 動 子 １ の Ｘ Ｙ 方 向 の 配 列 ピ ッ チ 間
隔 が 細 か く な り 、 特 に 正 確 な 位 置 合 わ せ が 要 求 さ れ る の で 、 位 置 合 わ せ 作 業 が さ ら に 困 難
に な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 従 来 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 圧 電 板 の 裏 面 側 の 駆 動 電 極 と
配 線 部 上 の 導 電 体 を 正 確 に か つ 容 易 に 位 置 合 わ せ す る こ と が で き る 超 音 波 探 触 子 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 表 面 に 共 通 電 極 が 形 成 さ れ 、 裏 面
に 分 割 溝 に よ り 複 数 の 振 動 子 の 個 々 の 駆 動 電 極 が 形 成 さ れ た 圧 電 板 と 、
　 前 記 圧 電 板 の 裏 面 に お い て 前 記 個 々 の 駆 動 電 極 と 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 体 が 形 成 さ れ た
配 線 部 と を 有 し 、
　 前 記 圧 電 板 を 前 記 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と き に 前 記 圧 電 板 の 裏 面 側 端 部 に お け る 分 割
溝 と 前 記 配 線 部 上 の 前 記 導 電 体 の 位 置 関 係 が 上 か ら 見 え る よ う に 位 置 合 わ せ 部 を 形 成 し た
構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 圧 電 板 と 配 線 部 を 接 着 す る 際 に 、 圧 電 板 を 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と
き に 圧 電 板 の 裏 面 側 の 分 割 溝 と 配 線 部 上 の 導 電 体 の 位 置 関 係 が 上 か ら 見 え る よ う に 位 置 合
わ せ 部 を 形 成 し た の で 、 圧 電 板 の 裏 面 側 の 駆 動 電 極 と 配 線 部 上 の 導 電 体 を 正 確 に か つ 容 易
に 位 置 合 わ せ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 表 面 に 共 通 電 極 が 形 成 さ れ 、 裏 面 に 分 割 溝 に よ り 複 数
の 振 動 子 の 個 々 の 駆 動 電 極 が 形 成 さ れ た 圧 電 板 と 、
　 前 記 圧 電 板 の 裏 面 に お い て 前 記 個 々 の 駆 動 電 極 と 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 体 が 形 成 さ れ た
配 線 部 と を 有 し 、
　 前 記 圧 電 板 を 前 記 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と き に 前 記 圧 電 板 の 裏 面 側 端 部 に お け る 分 割
溝 が 上 か ら 見 え る よ う に 形 成 す る と と も に 、 前 記 分 割 溝 と 対 向 し て 上 か ら 見 え る よ う に 位
置 決 め 指 標 を 前 記 配 線 部 上 に 形 成 し た 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 圧 電 板 と 配 線 部 を 接 着 す る 際 に 、 圧 電 板 を 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と
き に 圧 電 板 の 裏 面 側 の 分 割 溝 が 上 か ら 見 え る よ う に 形 成 す る と と も に 、 分 割 溝 と 対 向 し て
上 か ら 見 え る よ う に 位 置 決 め 指 標 を 配 線 部 上 に 形 成 し た の で 、 圧 電 板 の 裏 面 側 の 駆 動 電 極
と 配 線 部 上 の 導 電 体 を 正 確 に か つ 容 易 に 位 置 合 わ せ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 分 割 溝 の 幅 と 前 記 位 置 決 め 指 標 の 幅 が 等 し い 構
成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 圧 電 板 と 配 線 部 を 接 着 す る 際 に 、 分 割 溝 と 位 置 決 め 指 標 の 幅 方 向 を 完
全 に 重 ね 合 わ せ る こ と が で き る の で 、 圧 電 板 と 配 線 部 の よ り 正 確 な 位 置 合 わ せ を 容 易 に 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 表 面 に 共 通 電 極 が 形 成 さ れ 、 裏 面 に 分 割 溝 に よ り 複
数 の 振 動 子 の 個 々 の 駆 動 電 極 が 形 成 さ れ た 圧 電 板 と 、
　 前 記 圧 電 板 の 裏 面 に お い て 前 記 個 々 の 駆 動 電 極 と 電 気 的 に 接 続 す る 導 電 体 が 形 成 さ れ た
配 線 部 と を 有 し 、
　 前 記 圧 電 板 を 前 記 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と き に 上 か ら 見 え る よ う に 位 置 決 め 用 溝 と 位
置 決 め 指 標 を そ れ ぞ れ 前 記 圧 電 板 の 裏 面 側 端 部 と 前 記 配 線 部 に 形 成 し た 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 圧 電 板 と 配 線 部 を 接 着 す る 際 に 、 圧 電 板 を 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と
き に 上 か ら 見 え る よ う に 位 置 決 め 溝 と 位 置 決 め 指 標 を そ れ ぞ れ 圧 電 板 と 配 線 部 に 形 成 し た
の で 、 圧 電 板 の 裏 面 側 の 駆 動 電 極 と 配 線 部 上 の 導 電 体 を 正 確 に か つ 容 易 に 位 置 合 わ せ す る
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こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 位 置 決 め 用 溝 の 幅 と 前 記 位 置 決 め 指 標 の 幅 が 等
し い 構 成 と し た 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 圧 電 板 と 配 線 部 を 接 着 す る 際 に 、 位 置 決 め 溝 と 位 置 決 め 指 標 の 幅 方 向
を 完 全 に 重 ね 合 わ せ る こ と が で き る の で 、 圧 電 板 と 配 線 部 の よ り 正 確 な 位 置 合 わ せ を 容 易
に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 分 割 溝 と 前 記 位 置 決 め 用 溝 を 同 じ 工 程 で 形 成 し
て い る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 分 割 溝 と 位 置 決 め 用 溝 を 正 確 な 位 置 関 係 で 形 成 で き 、 圧 電 板 と 配 線 部
の よ り 正 確 な 位 置 合 わ せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 圧 電 板 を 前 記 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と き に 前
記 分 割 溝 と 前 記 導 電 体 の 位 置 関 係 が 上 か ら 見 え る よ う に 位 置 合 わ せ 部 を さ ら に 形 成 し た こ
と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 圧 電 板 と 配 線 部 の よ り 正 確 な 位 置 合 わ せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 圧 電 板 の 端 面 を 斜 面 と す る こ と で 、 裏 面 側 端 部
に お け る 分 割 溝 が 上 か ら 見 え る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 簡 単 な 構 成 で 圧 電 板 の 裏 面 側 の 駆 動 電 極 と 配 線 部 上 の 導 電 体 を 正 確 に
か つ 容 易 に 位 置 合 わ せ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 圧 電 板 の 端 部 に 水 平 方 向 に 突 出 し た 凸 部 を 設 け
る こ と で 、 前 記 裏 面 側 端 部 に お け る 分 割 溝 が 上 か ら 見 え る よ う に 構 成 し た も の で あ る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 簡 単 な 構 成 で 圧 電 板 の 裏 面 側 の 駆 動 電 極 と 配 線 部 上 の 導 電 体 を 正 確 に
か つ 容 易 に 位 置 合 わ せ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の 超 音 波 探 触 子 は 、 前 記 配 線 部 の 表 面 に 前 記 分 割 溝 と 平 行 に 配 列 さ れ た
導 電 体 を 有 す る 構 成 と し た も の で あ る 。
　 こ の 構 成 に よ り 、 お 互 い に 平 行 な 分 割 溝 と 導 電 体 の 位 置 関 係 を 確 認 し な が ら 位 置 合 わ せ
で き る の で 、 圧 電 板 と 配 線 部 の よ り 正 確 な 位 置 合 わ せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 圧 電 板 を 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と き に 圧 電 板 の 裏 面 側 端 部 に お け る 分 割 溝
と 配 線 部 上 の 導 電 体 の 位 置 関 係 な ど が 上 か ら 見 え る よ う に 構 成 し た の で 、 圧 電 板 の 裏 面 側
の 駆 動 電 極 と 配 線 部 上 の 導 電 体 を 正 確 に か つ 容 易 に 位 置 合 わ せ す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 に つ い て 、 図 面 を 用 い て 説 明 す る 。
　 ＜ 第 １ の 実 施 の 形 態 ＞
　 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 の 概 略 図 を 図 １ （ ａ ） 、 （ ｂ ） に 示 す 。 図 １
（ ａ ） （ ｂ ） に お い て 、 こ の 超 音 波 探 触 子 は 超 音 波 を 送 受 信 す る 複 数 の 圧 電 振 動 子 １ が Ｘ
Ｙ 方 向 の ２ 次 元 の マ ト リ ク ス 状 に 配 列 さ れ た 構 成 で あ る 。 こ の よ う な 圧 電 振 動 子 １ を 構 成
す る た め 、 圧 電 板 ２ は 電 気 入 力 を 変 換 し て 超 音 波 を 発 生 し 、 受 信 し た 超 音 波 信 号 を 電 気 信
号 と し て 受 信 す る た め に 、 例 え ば 圧 電 セ ラ ミ ク ス か ら な り 、 圧 電 板 ２ の 表 面 （ 音 響 放 射 面
側 ） に は 、 各 圧 電 振 動 子 １ に 電 気 的 に 共 通 に 接 続 さ れ た 共 通 電 極 ４ が 形 成 さ れ 、 裏 面 （ 音
響 放 射 面 と は 反 対 の 側 ） に は 各 圧 電 振 動 子 １ ご と に 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ に よ り Ｘ Ｙ 方 向 に 分
割 さ れ た 駆 動 電 極 ３ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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　 ま た 、 圧 電 板 ２ の 共 通 電 極 ４ の 上 に は 超 音 波 を 効 率 よ く 送 受 信 す る た め の 音 響 整 合 層 ５
が 設 け ら れ 、 駆 動 電 極 ３ の 裏 面 に は 駆 動 電 極 ３ と 電 気 的 に 接 続 す る た め の 、 例 え ば プ リ ン
ト 配 線 板 か ら な る 配 線 部 ６ が 設 け ら れ て い る 。 配 線 部 ６ 上 （ 音 響 放 射 面 側 ） に は 駆 動 電 極
３ に 対 応 し て 導 電 体 ８ が 形 成 さ れ 、 ま た 、 導 電 体 ８ は 配 線 部 ６ 上 に 圧 電 板 ２ が 重 ね 合 わ さ
れ て も 上 か ら 見 え る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 さ ら に 圧 電 板 ２ の 相 対 向 す る ２ つ の 端 面 部 分
に 、 音 響 放 射 面 側 か ら 配 線 部 ６ 側 に 広 が る 傾 斜 を 持 た せ た こ と に よ り 配 線 部 ６ に 圧 電 板 ２
を 定 置 す る と き 圧 電 板 ２ の 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ の 位 置 を 音 響 放 射 面 側 か ら 確 認 す る こ と が で
き る よ う に し て お り 、 特 に こ の 傾 斜 面 下 部 の 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ が 見 え る 部 分 を 以 下 位 置 合
わ せ 部 １ ２ と 呼 ぶ 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 構 成 で は 、 図 示 し な い 、 例 え ば 超 音 波 診 断 装 置 か ら 配 線 部 ６ を 通 じ て 駆 動 電 極 ３ に
電 気 信 号 を 入 力 す る こ と で 、 圧 電 振 動 子 １ か ら 超 音 波 を 図 示 し な い 被 検 体 に 送 信 し 、 図 示
し な い 被 検 体 か ら 反 射 し て 戻 っ て き た 超 音 波 を 圧 電 振 動 子 １ で 受 信 し て 電 気 信 号 に 変 換 し
て 、 図 示 し な い 、 例 え ば 超 音 波 診 断 装 置 に 取 り 込 む こ と が で き る 。 特 に ２ 次 元 に 配 列 し て
い る 各 圧 電 振 動 子 １ が 超 音 波 を 送 受 信 す る タ イ ミ ン グ を 制 御 す る こ と で 、 画 質 の 向 上 、 ３
次 元 画 像 情 報 の 入 手 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ に 示 し た 超 音 波 探 触 子 の 製 造 工 程 を 以 下 に 説 明 す る 。
（ １ ） 使 用 す る 圧 電 板 ２ の 相 対 向 す る ２ つ の 端 面 部 分 に 、 例 え ば 研 磨 加 工 な ど に よ っ て 、
あ ら か じ め 音 響 放 射 面 側 か ら 配 線 部 ６ 側 に 広 が る 傾 斜 を 形 成 し て お く 。 続 い て 圧 電 板 ２ の
裏 面 （ 放 射 方 向 と は 逆 の 方 向 ） に 複 数 の 圧 電 振 動 子 １ の 配 列 に 対 応 し た 複 数 の 駆 動 電 極 ３
を 形 成 す る 。 こ の と き 、 圧 電 板 ２ の 裏 面 の 全 面 に 、 例 え ば 金 の 蒸 着 膜 や ス パ ッ タ 膜 に よ っ
て 電 極 材 を 形 成 し 、 次 い で 圧 電 振 動 子 １ の サ イ ズ 、 配 列 ピ ッ チ に 合 わ せ て 、 例 え ば ダ イ シ
ン グ 装 置 な ど を 用 い て 、 こ の 電 極 材 を 完 全 に 分 割 す る 深 さ の 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ を 形 成 す る
こ と に よ り 、 個 々 の 圧 電 振 動 子 １ に 対 応 す る 駆 動 電 極 ３ を 形 成 す る 。 こ の と き 、 圧 電 板 ２
の 相 対 向 す る ２ つ の 端 面 部 分 に は 音 響 放 射 面 側 か ら 配 線 部 ６ 側 に 広 が る 傾 斜 が 形 成 さ れ て
い る こ と か ら 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ が あ ら か じ め 圧 電 板 ２ の 相 対 向 す る ２ つ の 端 面 部 分 に 形 成
し た 傾 斜 部 分 に お い て 上 か ら 見 え る よ う に 形 成 さ れ て い る こ と で 、 こ れ に よ り 位 置 合 わ せ
部 １ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ２ ） 次 に 、 配 線 部 ６ と 圧 電 板 ２ を 接 着 す る 。 こ の と き 、 圧 電 板 ２ を 配 線 部 ６ 上 に 重 ね 合
わ せ た 上 か ら 、 圧 電 板 ２ に 形 成 し た 位 置 合 わ せ 部 １ ２ の 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ の 位 置 と 配 線 部
６ の 、 圧 電 板 ２ の 外 形 よ り 外 側 に 位 置 す る こ と に な る 導 電 体 ８ の 見 え る 箇 所 と の 位 置 関 係
を 目 視 あ る い は 、 例 え ば 顕 微 鏡 の よ う な 拡 大 観 察 が 可 能 な 手 段 を 利 用 し て 確 認 し な が ら 、
圧 電 板 ２ の 駆 動 電 極 ３ と 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ と を 位 置 合 わ せ し 、 駆 動 電 極 ３ と 導 電 体 ８ と
の 導 通 を 確 保 し た 状 態 で 接 着 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
（ ３ ） 続 い て 、 圧 電 振 動 子 １ の 配 列 ピ ッ チ に 合 わ せ て 圧 電 板 ２ を 分 割 溝 １ ０ ａ に よ り 上 部
（ 音 響 放 射 面 側 ） か ら 分 割 す る 。 こ の と き 、 例 え ば 圧 電 板 ２ を 完 全 に 分 割 し な い 程 度 の 深
さ の 分 割 溝 １ ０ ａ に す る と と も に 、 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ を 破 損 し な い よ う に し て 分 割 す る
。
（ ４ ） 続 い て 分 割 の た め に 形 成 さ れ た 分 割 溝 １ ０ ａ 内 に 、 例 え ば エ ポ キ シ 樹 脂 な ど の 充 填
材 １ １ を 充 填 し た 後 、 そ の 上 に 共 通 電 極 ４ を 形 成 す る 。
（ ５ ） 次 に 、 共 通 電 極 ４ 上 に 音 響 整 合 層 ５ を 形 成 し 、 次 い で 圧 電 振 動 子 １ の 配 列 ピ ッ チ に
合 わ せ て 、 か つ 共 通 電 極 ４ を 切 断 し な い 深 さ の 分 割 溝 １ ０ ｂ を 形 成 す る こ と で 音 響 整 合 層
５ を 分 割 し 、 分 割 溝 １ ０ ｂ を 圧 電 板 ２ の 分 割 溝 １ ０ ａ と 同 様 に 充 填 材 １ １ に よ り 充 填 す る
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 圧 電 板 ２ の 相 対 向 す る
２ つ の 端 面 部 分 に 音 響 放 射 面 側 か ら 配 線 部 ６ 側 に 広 が る 傾 斜 を 形 成 す る と と も に 、 駆 動 電
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極 分 割 溝 ７ を 上 か ら 見 え る よ う に 圧 電 板 ２ の 裏 面 側 端 部 に 形 成 し て 位 置 合 わ せ 部 １ ２ を 設
け る こ と に よ り 、 圧 電 板 ２ の 駆 動 電 極 ３ と 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ の 位 置 関 係 を 上 か ら 確 認 し
な が ら 、 圧 電 板 ２ と 配 線 部 ６ の 正 確 な 位 置 合 わ せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 な お 、 図 １ に 示 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 配 線 部 ６ と し て プ リ ン ト 配
線 板 を 用 い た 構 成 例 に つ い て 説 明 し た 。 プ リ ン ト 配 線 板 の よ う に 平 シ ー ト 状 の 母 材 の 上 に
導 電 体 ８ が 表 面 に 直 線 状 に 配 置 さ れ る よ う な 配 線 部 ６ を 用 い た 場 合 、 位 置 合 わ せ 部 １ ２ で
確 認 さ れ る 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ の 間 に 、 溝 と 平 行 に な る よ う に 直 線 状 の 導 電 体 ８ の 位 置 を も
っ て く る こ と で 、 容 易 に 位 置 合 わ せ で き る 利 点 を 持 つ 。 な お 図 １ に お い て 、 導 電 体 ８ は 駆
動 電 極 分 割 溝 ７ の 間 に １ 本 の 構 成 で あ る が 、 こ れ に 限 ら ず 複 数 本 で あ っ て も よ い 。
　 ま た 図 ２ に 示 す よ う に 、 厚 み 方 向 （ 内 部 ） に 導 電 体 ８ を 有 す る 圧 電 振 動 子 １ の 支 持 体 １
３ を 配 線 部 ６ と し て 用 い る よ う な 場 合 、 導 電 体 ８ を 圧 電 板 ２ よ り 外 側 に 形 成 し て 上 か ら 見
え る よ う に す る こ と に よ り 、 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ と 支 持 体 １ ３ の 導 電 体 ８ の 位 置 関 係 を 支 持
体 １ ３ に 圧 電 板 ２ を 重 ね た 上 か ら 確 認 し て 位 置 合 わ せ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 し た 第 １ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 圧 電 板 ２ の 位 置 合 わ せ 部 １
２ を 圧 電 板 ２ の 相 対 向 す る ２ つ の 端 面 部 分 に 構 成 し た 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、 そ の 設
置 箇 所 、 設 置 数 な ど が 変 化 し て も 同 様 に 実 施 可 能 で あ り 、 本 発 明 を 逸 脱 す る も の で は な く
、 四 角 形 の 圧 電 板 ２ の ４ 端 面 す べ て の 箇 所 に 位 置 合 わ せ 部 １ ２ を 設 け れ ば 、 な お 良 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ＜ 第 ２ の 実 施 の 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 の 音 響 放 射 面 側 か ら 見 た 平 面 図 を 図 ３
に 示 す 。 な お 、 図 １ と 同 一 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 ３ に お い て 、 図
１ の 超 音 波 探 触 子 の 構 成 と の 相 違 点 は 、 圧 電 振 動 子 １ の 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ の 位 置 に 合 わ せ
て 、 配 線 部 ６ の 上 に 例 え ば 印 刷 な ど で 記 さ れ た 位 置 決 め 指 標 １ ４ が 圧 電 板 ２ の 相 対 向 す る
２ つ の 端 面 部 分 に 形 成 さ れ て い る こ と で あ る 。 図 ３ の 構 成 の 超 音 波 探 触 子 の 動 作 に つ い て
は 図 １ と 同 様 で あ り 、 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ に 示 し た 超 音 波 探 触 子 の 製 造 工 程 で は 、 図 １ に 示 し た 工 程 （ １ ） 、 （ ３ ） ～ （ ５ ）
は 同 じ で あ る の で そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 し 、 工 程 （ ２ ） に つ い て 説 明 す る 。
（ ２ ） 配 線 部 ６ と 圧 電 板 ２ を 接 着 す る 工 程 ： 圧 電 板 ２ に 形 成 し た 位 置 合 わ せ 部 １ ２ で 確 認
で き る 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ と 配 線 部 ６ 上 に 形 成 し た 位 置 決 め 指 標 １ ４ を 目 視 あ る い は 、 例 え
ば 顕 微 鏡 の よ う な 拡 大 観 察 が 可 能 な 手 段 を 利 用 し て 重 ね 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 圧 電 板 ２
の 駆 動 電 極 ３ と 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ を 位 置 合 わ せ す る こ と が で き 、 そ の 状 態 で 駆 動 電 極 ３
と 導 電 体 ８ と の 導 通 を 確 保 し て 接 着 す る 。 こ の と き 、 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ の 溝 幅 と 位 置 決 め
指 標 １ ４ の 幅 を 同 一 に 形 成 す る こ と に よ り 、 両 者 が 直 線 上 に 配 置 さ れ た と き に 幅 方 向 を 完
全 に 重 ね 合 わ せ る こ と が で き る の で 、 よ り 正 確 な 位 置 決 め を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 圧 電 振 動 子 １ の 駆 動 電
極 分 割 溝 ７ の 位 置 に 合 わ せ て 、 配 線 部 ６ 上 に 位 置 決 め 指 標 １ ４ を 設 け る こ と に よ り 、 圧 電
板 ２ に 形 成 し た 位 置 合 わ せ 部 １ ２ で 確 認 で き る 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ と 配 線 部 ６ 上 に 形 成 し た
位 置 合 わ せ 指 標 １ ４ を 重 ね 合 わ せ る こ と に よ っ て 、 圧 電 板 ２ と 配 線 部 ６ の 正 確 な 位 置 合 わ
せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 位 置 決 め 指 標 １ ４ の 形 成 方 法 と し て は 、 レ ー ザ ー マ ー キ ン
グ 、 シ ル ク 印 刷 な ど が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 図 ３ に 示 し た 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 配 線 部 ６ 上 の 位 置 決 め 指 標
１ ４ を 導 電 体 ８ と 同 様 に 上 下 に 長 く 伸 び た 直 線 形 状 と し た 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、 駆
動 電 極 分 割 溝 ７ と 位 置 を 重 ね る こ と が で き れ ば 、 例 え ば 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ の 溝 幅 と 同 じ 直
径 で か つ 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ に 重 ね る こ と が で き る 点 状 の 位 置 決 め 指 標 １ ４ な ど 、 ど の よ う
な 大 き さ 、 形 状 で あ っ て も 実 施 可 能 で あ り 、 本 発 明 を 逸 脱 す る も の で は な い 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 し た 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 圧 電 板 ２ の 位 置 合 わ せ 部 １
２ と 配 線 部 ６ 上 の 位 置 決 め 指 標 １ ４ を 、 圧 電 板 ２ の 相 対 向 す る ２ つ の 端 面 部 分 に 構 成 し た
構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、 そ の 設 置 箇 所 、 設 置 数 な ど が 変 化 し て も 同 様 に 実 施 可 能 で あ
り 、 本 発 明 を 逸 脱 す る も の で は な く 、 四 角 形 の 圧 電 板 の ４ 端 面 す べ て の 箇 所 に 設 け れ ば 、
な お 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 し た 第 ２ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 配 線 部 ６ と し て 例 え ば プ リ
ン ト 配 線 板 の よ う な 、 平 シ ー ト 状 の 母 材 の 表 面 に 直 線 状 に 導 電 体 ８ を 配 置 し た よ う な 配 線
部 ６ を 用 い た 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、 例 え ば 図 ２ に 示 し た よ う に 厚 み 方 向 （ 内 部 ） に
導 電 体 ８ を 有 す る 圧 電 振 動 子 １ の 支 持 体 １ ３ を 配 線 部 ６ と し て 用 い る な ど 、 配 線 部 ６ が プ
リ ン ト 配 線 板 以 外 の 電 気 的 な 接 続 を 確 保 す る 手 段 で あ っ て も 、 そ の 電 気 的 な 接 続 を 確 保 す
る 手 段 と 圧 電 振 動 子 １ の 駆 動 電 極 ３ の 位 置 合 わ せ は 必 要 で あ っ て 、 圧 電 振 動 子 の 駆 動 電 極
分 割 溝 ７ の 位 置 に 対 応 し て 、 電 気 的 な 接 続 を 確 保 す る 手 段 の 上 に 位 置 決 め 指 標 １ ４ を 形 成
す る こ と で 同 様 に 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ＜ 第 ３ の 実 施 の 形 態 ＞
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 の 音 響 放 射 面 側 か ら 見 た 平 面 図 を 図 ４
に 示 す 。 な お 、 図 １ と 同 一 部 材 に は 同 一 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。 図 ４ に お い て 、 図
１ の 超 音 波 探 触 子 の 構 成 と の 相 違 点 は 、 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ が 存 在 し な い 箇 所 に 位 置 す る
左 右 両 端 各 一 列 の 圧 電 板 ２ の 駆 動 電 極 ３ 上 に 、 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ と は 別 の 位 置 決 め 用 溝 １
５ が 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ と 平 行 に 形 成 さ れ て い る こ と と 、 配 線 部 ６ 上 の 位 置 決 め 用 溝 １ ５ に
対 応 す る 位 置 に 、 例 え ば 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ を 形 成 し て い る 導 電 材 料 と 同 じ 材 料 を 用 い て
、 導 電 体 ８ と 平 行 な 直 線 状 の 位 置 決 め 指 標 １ ４ が 形 成 さ れ て い る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ こ で 、 外 周 端 （ 図 ４ で は ６ × ６ － ４ × ４ 個 ） に 存 在 す る 圧 電 振 動 子 １ は 、 そ れ 以 外 （
図 ４ で は ４ × ４ 個 ） の 圧 電 振 動 子 １ が 周 囲 を 充 填 材 １ １ で 取 り 囲 ま れ て い る 状 態 で あ る の
に 対 し て 、 周 囲 の 一 部 に 充 填 材 １ １ が 存 在 し な い 状 態 で あ り 、 境 界 条 件 が 異 な る た め に 圧
電 振 動 子 １ の 振 動 に 影 響 が 出 て 、 他 の 圧 電 振 動 子 １ と 性 能 が 異 な る 。 し た が っ て 、 外 周 端
の 圧 電 振 動 子 １ は 、 超 音 波 探 触 子 の 有 効 な 圧 電 振 動 子 １ と し て 利 用 し な い こ と が 一 般 的 で
あ り 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 こ れ ら 有 効 で は な い 圧 電 振 動 子 １ の 駆 動 電 極 ３ 上 に 位 置 決 め 用
溝 １ ５ を 形 成 し て い る 。 図 ４ の 構 成 の 超 音 波 探 触 子 の 動 作 に つ い て は 図 １ と 同 様 で あ り 、
説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ４ に 示 し た 超 音 波 探 触 子 の 製 造 工 程 と し て 、
（ １ － １ ） （ １ ） と 同 じ で あ る の で そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
（ １ － ２ ） 続 い て 、 （ １ ） と 同 様 の 手 段 を 用 い て 圧 電 板 の 左 右 両 端 各 一 列 の 圧 電 板 ２ 上 の
駆 動 電 極 ３ に 、 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ と 平 行 に 位 置 決 め 用 溝 １ ５ を 形 成 す る 。 こ の 際 、 位 置 決
め 用 溝 １ ５ の 深 さ と 幅 は 視 認 性 が 上 が る よ う に で き る だ け 深 く 、 広 く す る こ と が 好 ま し い
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
（ ２ ） 次 に 、 配 線 部 ６ と 圧 電 板 ２ を 接 着 す る 。 こ の と き 、 圧 電 板 ２ と 配 線 部 ６ を 重 ね 合 わ
せ た 上 か ら 、 圧 電 板 ２ の 左 右 両 端 各 一 列 の 圧 電 振 動 子 １ に 形 成 さ れ た 位 置 決 め 用 溝 １ ５ と
配 線 部 ６ 上 に 形 成 さ れ た 位 置 決 め 指 標 １ ４ が 重 な る こ と を 目 視 あ る い は 、 例 え ば 顕 微 鏡 の
よ う な 拡 大 観 察 が 可 能 な 手 段 を 利 用 し て 確 認 し つ つ 、 圧 電 板 ２ の 駆 動 電 極 ３ と 配 線 部 ６ の
導 電 体 ８ と を 位 置 合 わ せ し 、 駆 動 電 極 ３ と 導 電 体 ８ と の 導 通 を 確 保 し た 状 態 で 接 着 す る 。
こ の と き 、 位 置 決 め 用 溝 １ ５ の 溝 幅 と 位 置 決 め 指 標 １ ４ の 幅 が 同 一 で あ る 場 合 、 両 者 を 完
全 に 重 ね 合 わ せ る こ と が で き る た め 、 よ り 正 確 な 位 置 決 め を 行 う こ と が で き る 。
　 （ ３ ） ～ （ ５ ） は 同 じ で あ る の で そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 こ の よ う な 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 に よ れ ば 、 配 線 部 ６ の 導 電 体 ８ が
存 在 し な い 箇 所 に 位 置 す る 左 右 両 端 各 一 列 の 圧 電 板 ２ の 駆 動 電 極 ３ 上 に 位 置 決 め 用 溝 １ ５
を 形 成 し 、 位 置 決 め 用 溝 １ ５ と 対 応 す る 位 置 の 配 線 部 ６ 上 に 位 置 決 め 指 標 １ ４ を 設 け る こ
と に よ っ て 、 よ り 視 認 性 の 高 い 圧 電 板 ２ 上 の 位 置 決 め 用 溝 １ ５ と 配 線 部 ６ 上 の 位 置 決 め 指
標 １ ４ を 重 ね 合 わ せ る こ と が で き る の で 、 圧 電 板 ２ と 配 線 部 ６ の 正 確 な 位 置 合 わ せ を 容 易
に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 図 ４ に 示 し た 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 左 右 両 端 各 一 列 に 圧 電 板 ２
の 駆 動 電 極 ３ 上 に 位 置 決 め 用 溝 １ ５ を 形 成 し 、 そ の 位 置 に 対 応 し て 配 線 部 ６ 上 に 位 置 決 め
指 標 １ ４ を 形 成 し た 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、 圧 電 振 動 子 １ 上 の 位 置 決 め 用 溝 １ ５ 及 び
配 線 部 ６ 上 の 位 置 決 め 指 標 １ ４ の 位 置 は 、 超 音 波 探 触 子 の 構 成 や 性 能 に 影 響 を 与 え な い 位
置 で 両 者 を 重 ね 合 わ せ る こ と で 位 置 決 め す る こ と が 可 能 で あ れ ば 、 形 成 す る 位 置 や 数 が 変
化 し て も 同 様 に 実 現 可 能 で あ り 、 本 発 明 を 逸 脱 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 し た 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 圧 電 板 ２ の 位 置 合 わ せ 部 １
２ を 圧 電 板 ２ の 相 対 向 す る ２ つ の 端 面 部 分 に 構 成 し た 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、 そ の 設
置 箇 所 、 設 置 数 な ど が 変 化 し て も 、 そ れ に 応 じ た 位 置 決 め 用 溝 １ ５ と 位 置 決 め 指 標 １ ４ を
設 け る こ と で 同 様 に 実 施 可 能 で あ り 、 本 発 明 を 逸 脱 す る も の で は な く 、 四 角 形 の 圧 電 板 の
４ 辺 す べ て の 箇 所 に 位 置 合 わ せ 部 を 設 け れ ば 、 な お 良 い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 さ ら に 、 図 ４ に 示 し た 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 配 線 部 ６ 上 の 位 置 決 め 指
標 １ ４ を 導 電 体 ８ と 同 様 に 上 下 に 長 く 伸 び た 直 線 形 状 と し た 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、
位 置 決 め 用 溝 １ ５ と 位 置 を 重 ね る こ と が で き れ ば 、 例 え ば 位 置 決 め 用 溝 １ ５ の 溝 幅 と 同 じ
直 径 で 、 か つ 位 置 決 め 用 溝 １ ５ に 重 ね る こ と が で き る 点 状 の 位 置 決 め 指 標 １ ４ で あ っ て も
、 位 置 決 め 用 溝 １ ５ と 重 ね る こ と の で き る 位 置 関 係 で あ れ ば 、 ど の よ う な 形 状 、 大 き さ で
あ っ て も 実 施 可 能 で あ り 、 本 発 明 を 逸 脱 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 し た 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 の 説 明 で は 、 （ １ － １ ） 駆 動 電 極
分 割 溝 ７ を 形 成 し て 駆 動 電 極 ３ を 形 成 し た 後 に 、 （ １ － ２ ） 位 置 決 め 用 溝 １ ５ を 形 成 す る
場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 例 え ば ダ イ シ ン グ 装 置 の よ う に 加 工 す る 溝 の 間 隔 や 深 さ を 自 由
に 変 化 さ せ ら れ る よ う な 加 工 手 段 を 用 い る 場 合 に は 、 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ と 位 置 決 め 用 溝 １
５ を 同 一 分 割 工 程 内 で 一 緒 に 加 工 す る こ と が 可 能 で あ り 、 別 工 程 と し て 加 工 す る 場 合 よ り
も 駆 動 電 極 ３ と 位 置 決 め 用 溝 １ ５ の 位 置 関 係 の 正 確 さ が 増 す た め 、 圧 電 板 ２ と 配 線 部 ６ の
よ り 正 確 な 位 置 合 わ せ が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 し た 第 ３ の 実 施 の 形 態 の 超 音 波 探 触 子 で は 、 配 線 部 ６ と し て 例 え ば プ リ
ン ト 配 線 板 の よ う な 、 平 シ ー ト 状 の 母 材 に 直 線 状 に 導 電 体 ８ を 配 置 し た よ う な 配 線 部 ６ を
用 い た 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、 例 え ば 図 ２ に 示 し た よ う な 内 部 に 導 電 体 ８ を 有 す る 圧
電 振 動 子 １ の 支 持 体 １ ３ を 配 線 部 ６ と し て 用 い る 場 合 な ど 、 配 線 部 ６ が プ リ ン ト 配 線 板 以
外 の 構 成 の 電 気 的 な 接 続 を 確 保 す る 手 段 で あ っ て も 、 そ の 電 気 的 な 接 続 を 確 保 す る 手 段 と
圧 電 振 動 子 １ の 駆 動 電 極 ３ の 位 置 合 わ せ は 必 要 で あ っ て 、 圧 電 板 ２ の 駆 動 電 極 ３ 上 に 位 置
決 め 用 溝 １ ５ を 形 成 し 、 電 気 的 な 接 続 を 確 保 す る 手 段 の 上 に 位 置 決 め 指 標 １ ４ を 設 け る こ
と で 同 様 に 実 施 可 能 で あ り 、 本 発 明 を 逸 脱 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 以 上 の 説 明 で は 、 圧 電 板 ２ の 音 響 放 射 面 側 に 音 響 整 合 層 ５ を １ 層 配 置 し た 構 成 例
に つ い て 説 明 し た が 、 音 響 整 合 層 ５ の 層 数 は 何 層 で も よ い 。 さ ら に 圧 電 板 ２ が 、 例 え ば 複
合 圧 電 材 料 の よ う に 被 検 体 と の 音 響 的 な 整 合 性 が 確 保 で き る よ う な 材 料 に よ っ て 構 成 さ れ
る 場 合 な ど は 、 音 響 整 合 層 ５ を 配 置 し な く て も 同 様 に 実 施 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 さ ら に 、 以 上 の 説 明 で は 、 圧 電 板 ２ の 端 面 部 分 に 傾 斜 を 設 け る こ と に よ っ て 位 置 合 わ せ

10

20

30

40

50

(9) JP 2005-191828 A 2005.7.14



部 １ ２ を 構 成 す る 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 圧 電 板 ２ の 端 面 に 水 平
方 向 に 突 出 し 、 駆 動 電 極 分 割 溝 ７ の 深 さ よ り 厚 い 凸 部 を 形 成 す る こ と で 位 置 合 わ せ 部 １ ２
ａ を 構 成 し て も 同 様 に 実 施 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 に は 、 凸 部 の 長 さ 分 だ け 駆 動 電 極 分 割 溝
７ を 圧 電 板 ２ の 音 響 放 射 面 側 か ら 確 認 で き る た め 、 傾 斜 を つ け た 場 合 よ り も 駆 動 電 極 分 割
溝 ７ の 確 認 で き る 長 さ を よ り 長 く 確 保 す る こ と が で き 、 位 置 合 わ せ の 容 易 さ が 増 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 以 上 の 説 明 で は 、 圧 電 振 動 子 １ の 数 が ６ × ６ ＝ ３ ６ 個 （ 有 効 圧 電 振 動 子 数 は ４ ×
４ ＝ １ ６ 個 ） の 構 成 例 に つ い て 説 明 し た が 、 圧 電 振 動 子 １ の 数 が 変 わ っ て も 同 様 に 実 施 可
能 で あ り 、 本 発 明 を 逸 脱 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 以 上 で 説 明 し た 実 施 の 形 態 に お い て 、 圧 電 板 ２ と 配 線 部 ６ の 位 置 合 わ せ が 完 了 し
た 後 の 圧 電 板 ２ の 位 置 合 わ せ 部 １ ２ 、 １ ２ ａ は 、 そ の ま ま 残 し て も 構 わ な い し 、 除 去 し て
し ま っ て も 構 わ な い 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 に か か る 超 音 波 探 触 子 は 、 圧 電 板 を 配 線 部 上 に 重 ね 合 わ せ た と き
に 圧 電 板 の 裏 面 側 端 部 に お け る 分 割 溝 と 配 線 部 上 の 導 電 体 の 位 置 関 係 な ど が 上 か ら 見 え る
よ う に 構 成 し た の で 、 圧 電 板 の 裏 面 側 の 駆 動 電 極 と 配 線 部 上 の 導 電 体 を 正 確 に か つ 容 易 に
位 置 合 わ せ す る こ と が で き る と い う 効 果 を 有 し 、 診 断 、 治 療 な ど の 医 療 分 野 や 、 製 造 業 な
ど に お け る 非 破 壊 検 査 な ど の 分 野 で 利 用 さ れ る 超 音 波 探 触 子 な ど と し て 有 用 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 平 面 図 　 （ ｂ ） 図 １ （
ａ ） の 右 側 面 断 面 図
【 図 ２ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 変 形 例 の 平 面 図 　 （ ｂ
） 図 ２ （ ａ ） の 右 側 面 断 面 図
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 平 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 平 面 図
【 図 ５ 】 （ ａ ） 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 の 形 態 に お け る 超 音 波 探 触 子 の 変 形 例 の 平 面 図 　 （ ｂ
） 図 ５ （ ａ ） の 右 側 面 断 面 図
【 図 ６ 】 （ ａ ） 従 来 の 超 音 波 探 触 子 の 平 面 図 　 （ ｂ ） 図 ６ （ ａ ） の 右 側 面 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 １ 　 圧 電 振 動 子
　 ２ 　 圧 電 板
　 ３ 　 駆 動 電 極
　 ４ 　 共 通 電 極
　 ５ 　 音 響 整 合 層
　 ６ 　 配 線 部
　 ７ 　 駆 動 電 極 分 割 溝
　 ８ 　 導 電 体
　 ９ 　 分 割 指 標
　 １ ０ 、 １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ 　 分 割 溝
　 １ １ 　 充 填 材
　 １ ２ 、 １ ２ ａ 　 位 置 合 わ せ 部
　 １ ３ 　 支 持 体
　 １ ４ 　 位 置 決 め 指 標
　 １ ５ 　 位 置 決 め 用 溝
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

(11) JP 2005-191828 A 2005.7.14



【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

(13) JP 2005-191828 A 2005.7.14



专利名称(译) 超音波探触子

公开(公告)号 JP2005191828A 公开(公告)日 2005-07-14

申请号 JP2003429500 申请日 2003-12-25

申请(专利权)人(译) 松下电器产业有限公司

[标]发明人 佐藤利春

发明人 佐藤 利春

IPC分类号 G01N29/24 A61B8/00 H04R17/00

FI分类号 H04R17/00.332.A H04R17/00.330.H A61B8/00 G01N29/24.502

F-TERM分类号 2G047/AA05 2G047/AA12 2G047/AC13 2G047/EA10 2G047/EA16 2G047/GB02 2G047/GB17 2G047
/GB32 4C601/BB03 4C601/EE09 4C601/GB06 4C601/GB41 5D019/AA26 5D019/BB28 5D019/FF04 
5D019/FF05

其他公开文献 JP4252441B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种超声波探头，其能够容易地在压电板和配线部分
之间精确地对准。 压电板（2）具有形成在正面的公共电极（4）和通过
驱动电极分割槽（7）形成在背面的多个压电振动器（1）的驱动电极
（3），并且在压电板的背面分别驱动。 在其上形成有与电极电连接的
导体（8）的配线部（6），在将压电板层叠在配线部上时，驱动电极分
割槽和压电板的背面侧端部上的配线部 对准部12被形成为使得可以从上
方看到导体的位置关系。 [选型图]图1

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/90750723-de52-4683-ad2e-b8c8cc73cb18
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/034788138/publication/JP2005191828A?q=JP2005191828A

